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■学年のどの子にも関わることができ、子ども
の色々な様子や変化を見ることができる。
■教材研究の時間が確保できるようになったこ
とは大変良い。学年の児童理解も進み、生徒指
導もしやすくなった。一方、交換する授業の時
数の違いによる時間割の組みにくさには課題が
残る。また、交換授業をしている際のトラブル
に対する保護者への説明も、授業担当者が行う
のか担任が行うのかなど、細かなところでの難
しさがある。
■チーム担任制により、違うクラスの児童のこ
とも理解でき、自分自身も授業や学級づくり、
掲示物などから学ぶ機会が増えていると感じ
る。

2.9

■全項目について、職員評価に同意する。学校満足度は、児童評価2.4
である。よって、できていると判断する。
■いつも大変お世話になっております。
お陰様で毎日楽しく安心して登校しています。今後もよろしくお願いい
たします。
■毎月発行の学校だより「さとひがし」を送付していただきありがとう
ございます。4月号に「学びを支える里東チーム担任制の推進」が目に
留まりました。1人の担任が子どもたちを指導する体制から複数の教師
が学級担任として指導していく体制に移行したことです。
この「里東チーム担任制」について、本年度に検証されると思います
が、検証の際に、いくつかの観点を設けて実施されると課題が見えてく
るのではないかと思います。

学校満足度 児童生徒の学校満足度

■できている。
■「いじめを許さない」児童の育成に全教職員が確かな眼で子
どもたちの姿を把握し、児童や保護者に信頼される指導体制を
整え、推進していただくことを強く願います。
道徳の学習だけでなく、すべての学習活動において「子どもた
ちが、互いの人格を認め合い、励まし合う学習活動の展開」を
先生方に願いします。

生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推
進

家庭・地域・関係機関との連携による指導

②
特別支援教
育の充実

個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作
成と活用

■保護者との面談を通して、なるべく達成でき
そうな目標を設定し、作成した。振り返りも丁
寧に行い、次へ繋がるようつとめた。
■個別の指導計画を保護者と共有しながら、児
童の困り感と向き合い、支援している。
■特別支援教育についても、児童の実態から具
体的な取り組みを描き、全教職員で取り組む体
制を整える必要があると考える。
■個別の支援を必要とする児童に対して、教科
指導等に入る教員が一定の水準で支援すること
ができているから。

2.9

■できている。

組織的・計画的な特別支援教育体制の確立

組織的
体制の
充実

①
生徒指導体
制の充実

いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸
課題の早期発見、日常的な予防指導

■できている。
■様々な地域や保護者のボランティアが関われていることはよ
い。
■ボランティアの方に偏りがみられることは今後の課題。
■学区外から入学する児童が増加する中で、PTAの在り方も関
係し、登校班の存続に課題が多く検討が必要な時期になってき
た。

保護者・地域との交流や情報発信、参観、 懇
談会、研修会の実施、地域人材の活用

 防災教育・感染症対策等の推進を含む、地域
の実態に応じた安心・安全な学校づくり

■限られた時間の中でできている。
■教員の評価は低くいが、もっと学校の取り組みに自信をもっ
て、昨年よりもできているのであれば評価し次年度への取組に
いかしてほしい。

2.9

2.9校種間の授業公開や合同研修会

■校内での共有や、関係機関との連携が必要な児童の
ことも、しっかり対応できている
■児童とのコミュニケーションの中で小さな異変に気
づけるよう努めた。トラブルが発生した時は生徒指導
担当と連携して早期解決に努めた。不登校児童につい
ては教育相談担当と連携し、保護者ともこまめに連絡
を取り、児童との交流に努めている。
■小さなことから報告、相談するようにしています。
すぐに組織対応できていると思います。家庭とも連携
して、一貫して指導できるように協力してもらってい
ます。
■小さなことであっても学年内では常に情報共有を
行っている。また、チーム担任制のため、複数の目で
児童を見て、教師の気づきを増やしている。

2.9

関係機関と連携した相談体制の充実

育ちと
学びを
支える
連携

①
家庭・地域
との連携・

協働

子育てや家庭教育に対する 保護者への積極的
な支援

■家庭科ボランティアなどでご協力いただき、
児童の授業支援をいただいた。
保護者の思いや願いを大切に、連絡ノートや電
話で、毎日しっかりと交流できた。
■懇談会だけでなく、気になる様子があれば家
庭連絡を行なっている。
■支援が必要な子の親と積極的に連絡をとり，
関係を密にしながら協力を仰ぎました。よいと
ころも伝えられたことがよかったです。
■地域ボランティアの活用に積極的で、様々な
行事に地域の方の援助を感じるため。

保幼小中の接続期の教育課程の編成等校種間
のカリキュラム研究

②
保幼小中の

連携

子どもの校種間交流や教員の出前授業

■5・5交流や秋祭りなどでは、子どもが主とな
り交流する場面があるから。
■仰人教の各部会で、交流ができた。
■幼稚園保育園との交流で秋祭りを行いまし
た。
■仰人教形式だけになっており、充実した活動
ができているのは一部だけになっている。ま
た、今年度は、参加していない学校もあり、あ
り方を見直すべきかと感じた。
■中学校からの教員やSCの出前授業で交流でき
た。

指導改善（組織的・計画
的）

学力向上を目指した指導体制・指導方法の工
夫改善

■交換授業により、担当する教科の教材研究に充てる時間
をもてることで、働き方改革にもなりつつ教育活動の質は
上がっているように感じる。
■経験の浅い自分が無理して教えるのではなく、先輩方の
姿を見て学び、それを今後自分が授業をするとなった時に
生かしていければなと思います。
■交換授業を行うことでそれぞれの専門分野を生かした授
業づくりができている。専門でなくとも、担当する教科数
が減ることで教材研究の時間が確保され、より質の高い授
業づくりができるようになった。
■教師がしっかりと計画し、子どもたちに見通しをもたせ
る機会を多くとることで、スムーズに学習を進めることが
できた。

2.9

■できている。
■各学年の学級担任がチームとなって、その学年のすべての子
どもが確かな学力と行動力及び判断力が身につくよう、努力さ
れている姿が浮かびます。
■毎月発行の学校だより「さとひがし」を送付していただきあ
りがとうございます。4月号に「学びを支える里東チーム担任制
の推進」が目に留まりました。

教職員の指導力、情報活用能力、及び組織的
な教育力の向上

働き方改革の取組と教育活動の質の改善

体力づくり

たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工
夫改善

■クラスによって、朝の会に体を動かす時間を作るな
ど、工夫されているクラスもある。
■できる、できないではなく、少しでもできるように
なったことや挑戦したことに対して積極的に声かけを
することで、運動に取り組む児童が増えたように感じ
ている。
■それぞれの単元について学年で教材研究を行い、児
童の実態を鑑み、何をねらいとするのか、教具は何を
用意するのかしっかりと検討してから授業を行なっ
た。
■運動の基礎となる動きが苦手な児童が多く、なわと
びでは、後ろ跳びのワザが全くできない児童も多いこ
とが気になる。

2.6

■できている。

体力づくりを推進する運動実践

生涯にわたって健康を保持増進し、進んで体
を動かそうとする意欲の育成

道徳教育の充実

生命を尊重する心やいじめを許さない態度な
どの道徳的実践力を 育てる活動の実施

■道徳科をもとに、日々の生活の中で人を傷つける言
葉に敏感になり注意し合えるなど、許さない土壌づく
りができつつある。
■学校や学年、学級内で何かあるたびに、児童ととも
に、どう思うか事例をあげて考える時間をとってい
る。
■学年で交換することで、ひとつの教材にかけられる
時間が増え、その教材の価値について教員がしっかり
考え、研究して授業することができた。
■道徳的価値観について、児童もよく分かり授業でも
理想とする答えを導き出せているが、実践として生か
せていないときがある。

2.6

■できている。
■2年生の道徳について少し不安を感じる内容があったと保護者
の方から聞きました。
それ以外につきましては時代や学年に合わせた内容の授業をし
ていただいていると感じております。
■「生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的実
践力を育てる活動の実施」の児童の評価が保護者、教職員より
も高一覧のが目に留まりました。

ものごとを様々な視点からとらえ考えさせる
道徳科の授業・評価に関する研究

保護者等への道徳科の授業公開

令和7年度　学校評価書

３：よくできている、２：おおよそできている、１：あまりできていない、０：まったくできていない
評価できない・・・空欄

学校関係者評価

主体的・対話的で深い学
び

支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの
実践

■自分の意見との共通点や相違点を交流する中
で確認できるような話し合いをしている。
■本クラスの子どもたちは、真面目に学習に取
り組めるが、指示待ちが多く見られる。
繰り返し学習で定着を目指すためもあり、個別
にプリントなどの課題に取り組ませることが多
いので、主体的な学習ができにくい。今後の課
題である。
■わからないままで授業が進んでしまわないよ
う、子どもに問いをもたせ、それについてみん
なで考えられるように意識している。
■教室の席配置の工夫、班で考える時間を作っ
ている。

2.9

■一定の学びができている。
■授業参観では班ごとやペアで考える時間を設けてくださって
いるところをよく拝見します。自分の意見を言うのも人の意見
を聞くのも大事だと思うので有り難く思いました。

協働する体験・伝え合う喜び・コミュニケー
ション能力の育成を図る授業の工夫改善（Ｉ
ＣＴの活用含む）

主体的・対話的で深い学びを追究する授業研
究や研修会の実施


